








研究目的 

昭和 58,59 年度の研究成果を踏まえて新生児黄疸に対する臨床的,基礎的検討がなされた。

今年度は総括の年であるが,それぞれの研究者が結論を得るにはまだ年・月を要すると思わ

れる。また,59 年度に施行した全国的なレベルの新生児黄疸に関する実態調査の結果に基

づいて更に詳しい実態調査を行なった。 


